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北病棟チームカンファレンス記録
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞
・8月15日（水）の準夜チーフが東Gの山田JGMから東Gの鈴木匡に変わります。
・皮膚科物品の管理について皮膚科用のニッパーの管理が不十分です。現在東Ｇに1個（新しいの）と南Ｇに1個（ふるいの）がありますが、きちんと元に戻されていなかったり、貸し出したあときちんとケースに入らず戻されています。（ケースは行方不明です）また、今年度購入した爪切りも錆びが強くなっています。恐らくハイター消毒しているのでしょうが、その後の管理の問題だと思います。皮膚科担当者は、終了後きちんと物品の確認・管理を行うよう現場での徹底をお願いします。
＜注目患者様ケース検討＞

・山火　るい子様～♯１　Ｐ－①2回/週　自ら洗濯の声掛けをする（木・土）

　　　　　　　　　　　　　　②洗濯状況の観察

　　　　　　　　　　　　　　③更衣・頻度の確認

　　　　　　　　　　　　　　④評価

「イタズラされるから」と衣類を捨てる事あり、スタッフと共に衣装ケース確認した所、現在夏服（2枚）冬服（ジャンバーとトレーナー1枚ずつ）下着（2枚）しかありません。本人は「自分で管理したい」と話されています。今後、定期的に衣類の枚数を確認していく事、また衣類を捨てるのであればスタッフ管理を含め検討しながら行っていく事としています。

・加賀谷　芙美子様～本日「もうお腹がいっぱいなのよ」と朝食時、残食されています。食事内容についての訴えはありませんが、昼食後、「酢物が舌にしみて食べれない」と話され補食としてバナナ1本摂取したと話しています。理由については「低血糖になると恐いから」との事。補食する際はスタッフに相談するよう促しています。日課の取り組み状況や生活リズムの変化・食事摂取状況の観察・確認し、現在の状態について認識できるよう関わっていきましょう。
＜Dr川端ケースカンファ＞

・平　京子様～食後の胃部不快あり、8/1の夕から7日分、ＦＫ散3×/7Ｐの臨時処方となっていました。ＦＫ散3は本日で止めとなり、

8/8（水）夕よりセルベックス3Ｃ　3×/7Ｔ　臨時処方となっています。

腹部症状の観察、食事摂取状況の観察を行っていきましょう。
・木村　梅子様～排便コントロールの為、センナリド　1×vds/14日分　臨時処方となり、以後定期となっています。引き続き、排便状況の観察・確認を行っていきましょう。

・山火　るい子様～鼻翼に発赤ある為、主治医より明日の皮膚科診察するようにと指示あり、診察して頂く事としています。洗顔行為見守りしていきましょう。

＜北病棟における倫理について意見交換＞

～臨床倫理問題～

臨床倫理問題とは、臨床現場で生じる倫理的諸問題を総称していう。

＜解説＞

　日常の看護実践において、看護職が直面する倫理問題は医師の治療方法に関する事、治療方針や予後などを知らせていない患者・家族に関すること。安全管理と患者の尊厳に関すること、などをはじめとし、個人の言動や人間関係などに関するものから医療システムや先進医療に関するものまで多　にわたる。これらは、「看護者の倫理綱領」や倫理原則などを行動の指針とする事だけで、回避もしくは解決することのできるものではない。

意見…守秘義務について患者様とのコミュ二ケーションの中で知り得た情報漏らす様な事はないようにする。

～臨床倫理委員会～

臨床倫理委員会とは、以下に示す5つの機能を持つ医療施設内の組織であり、看護職を含むその施設内外の複数の医療従事者などによって運営・活用されるものをいう。

臨床倫理委員会の5つの機能

1） 自施設の倫理的方針の表明

2） 臨床倫理問題に関する指針などの作成

3） 臨床倫理問題に関する事例の相談対応

4） 研究・治療・治験の倫理的審査

5） 医療従事者に対する倫理教育

北病棟グループ　病院目標

1） 患者様及びご家族が安心して、看護サービスを受ける事が出来る。

2） スタッフの意識・責任能力の向上

